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独特の茶色とやわらかな風合いが魅力の

柿渋染め。柿渋は防水・防腐効果にすぐ

れることから、かつては番傘や桶・樽な

どに塗るなど、日常生活に欠かせないも

のだった。

東近江市の「おおまえ」で柿渋による染色

を行っていると聞き、お話を伺った。

約1,000種類あるとい

われる柿のうち、染色

用の渋柿を７月から９月

のまだ熟さない時期に

収穫する。圧搾機で柿

渋液を抽出し、殺菌処

理した後、発酵・熟成

させたものを染色に使う。

「当社では３年間熟成させた柿渋液を使

用しています。自然の恵み100％で作っ

ていますので思った通りにいかないこと

もありますが、世界に１つのものばかり

です」と大前清司さん。完成した商品は一

つ一つ微妙に発色や風合いが異なり、年

月を経ることでさらに変化していくという。

この独特の茶色の正体は渋柿に含まれ

るタンニン。日干しをし、酸化させるこ

とによって発色するという。近年、人に

も環境にも優しい天然素材として再び注

目を集めているようだ。

大前さんは「これからも先人の残してく

れた知恵や技術を大切にし、後世に伝え

ていきたい」と話してくれた。

　　　　　　　　　　　　　　（取材・瓜生）
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●場所：近江商人博物館（東近江市五個荘竜田町583）
●時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）●休館日：５/28、６/４
●料金：一般200円 小中生100円●お問い合わせ：近江商人博物館/0748-48-7101

●場所：甲西文化ホール玄関ギャラリー（湖南市中央５-57）
●時間：8：30～17：00●料金：無料●お問い合わせ：甲西文化ホール/0748-72-2133

米　原

大　津
●場所：るーむ  (大津市和迩今宿800-1)●時間：10：00～18：00●料金：無料
●お問い合わせ：るーむ  / 077-594-3573

米　原
●場所：伊吹山文化資料館（米原市春照77）
●時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
●料金：大人100円 中学生以下50円 市内小中生無料
●お問い合わせ：伊吹山文化資料館/0749-58-0252

草　津

●場所：しが県民芸術創造館 展示ホール（草津市野路町1681）
●時間：10：00～18：00（入館は17：30まで）
●料金：一般400円 小中生200円 小学生未満無料
●お問い合わせ：しが県民芸術創造館/ 077-564-5815

●場所：滋賀県立文化産業交流会館 小劇場（米原市下多良２-137）
●開演：２日18：30（開場：18：00） ３日13：30（開場：13：00）
●料金：一般1,500円 18歳以下800円 当日各200円増し（全席自由）
●備考：６歳未満の入場不可
●お問い合わせ：滋賀県立文化産業交流会館/0749-52-5111

●栗東市下鈎440-1●TEL：077-554-3515
●MAIL：ko-climb＠mx.biwa.ne.jp 
●営業時間：月曜日　　　　15：00～21：00　 
　　　　　　火曜日～木曜日15：00～23：00 
　　　　　　土・日・祝日　　11：00～20：00
●定休日：金曜日と第３月曜日
詳しくはお問い合わせを
http://www.biwa.ne.jp/~ko-climb/

●東近江市小川町1413
●TEL：0748-42-0805
●MAIL：info＠oomae.co.jp
●営業時間：9：00～17：00
●定休日：土・日・祝日
※商品に関するお問い合わせは
　ホームページか電話で
http://www.oomae.co.jp/

oyaqe]TeS

●栗東市小柿６-３-36●TEL：077-552-6881
●営業時間：11：30～14：00、18：00～20：30
●定休日：月曜日●駐車場：6台

リストランテリストランテピノーリピノーリ

の を かしたの を かした

あいとう直売館
●営業時間：9：00～18：00(～９月) 
●定休日：11月末日まで無休
●東近江市妹町184-1
●フルーツ＆フラワー工房ラプティ
　は火曜日定休
●あいとうマーガレットステーション
　0749-46-1110
●あいとう直売館：0749-46-0370

おけ たる

あっさく　き

東近江市にある道の駅「あいとうマー

ガレットステーション」で「あいとうメ

ロン」の直売が始まった。直売館に

並ぶのは地元農家が生産したアー

ルスメロン。１個1,800円～2,500円

で、形や糖度により価格が異なる。

今年は暖冬の影響で通常より１週

間も早い出荷という。取材日は平日

にもかかわらず大勢の買い物客で

にぎわっていた。

また建物奥の「フルーツ＆フラワー工房

ラプティ」ではメロンとイチゴを乗せた

ケーキが味わえる。今月末には直売

所のメロンをふんだんに使ったジェ

ラートが登場する予定。来月17日には

「第10回メロンまつり」が開催される。

●場所：彦根ビバシティ１Ｆセンタープラザ
●時間：13：00～・15：00～●料金：無料

●彦根市竹ヶ鼻町43-1 ビバシティ彦根３Ｆ
●TEL：0749-26-1002

草津駅から10

分ほどの「リス

トランテ ピ

ノーリ」は、小

さな子供から

年配の方まで

幅広い層に親しまれている家庭的な店。オー

ナーシェフの山本幸男さんが料理を、奥様

の松美さんがデザートを担当している。

1990（平成２）年の開店以来、変わらない味

が人気。

今回ご紹介するのは

【Ａランチ】（1,570円）
・前菜の盛り合わせ ・本日のお楽しみ
・お好きなスパゲティ（一皿チョイス）
・パン ・デザートの盛り合わせ
・コーヒーor紅茶

４種類から選べるスパゲティは、人気のあ

るプッタネスカ（ケッパーとトマトソース）を

いただいた。ブラックオリーブやアンチョ

ビがトマトの酸味とよく合い、さっぱりとし

たおいしさ。前菜のトマトとお米のサラダ、

ナスとズッキーニのカポナータ、本日のお

楽しみのミネストローネ

など、どの料理にも野

菜がたっぷり。デザート

のアイスは黒こしょうが

入ってスパイシーな甘さ。

「自分たちが行きたいと

思う店作りを心がけて

います。気軽に食べに

来て下さい」と松美さん。

店内は落ち着いた

雰囲気で居心地の

良い空間。ゆっく

りとおいしい料理

がいただける。

　　　　　　（取材・澤井）

壁には壁には2,000個のホールホールド（手掛かりや足掛かりのこと）（手掛かりや足掛かりのこと）が配置されており、ルーが配置されており、ルートを新しを新しくするために年に２回配置換えを行う。するために年に２回配置換えを行う。壁には2,000個のホールド（手掛かりや足掛かりのこと）が配置されており、ルートを新しくするために年に２回配置換えを行う。

奥村さん夫妻奥村さん夫妻奥村さん夫妻

イリュージョンマジシャン「笑太夢マジック」
のマジックショーを開催！
このイベントにお越しの方の中から、抽
選で50組100名様を映画「プレステージ」
試写会にご招待!!

しょうたいむ

5/27（日）

6/5（火）
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●場所：彦根ビバシティシネマ●開映：18：30～

彦根ビバシティシネマ

http://www.vivacitycinema.co.jp
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栗東市のボルダリングジム「ＫＯ-ＷＡＬＬ」を訪ねた。岩や氷、

人口壁を登る「クライミング」というスポーツが知られている

が、中でもロープなどの道具を一切使わずに登るスタイルを

「ボルダリング」という。ＫＯ-ＷＡＬＬはボルダリングを専門と

した本格的なジムで、70坪弱のスペースに高さ約４メ－トル

の立体構造の人工壁を備えている。

ここは日本でも屈指のプロクライマー、奥村晃史さんと奥様

のかをりさんが「自分達に続く世界に通用するクライマーを

育てたい！」との思いから2001(平成13）年に設立した施設。

県内外のプロクライマーや高校の山岳部、クライミング愛

好家たちが練習を行い、ジャパン

カップ（ボルダリングの部）の優勝選

手も輩出してきた。

「クライミング」は国内外で数々の

大会が開催されており、シュー

ズとチョーク（手につける白い粉）

さえあれば気軽に挑戦できるため

ここ数年、競技

人口が急増して

いる。奥村さん

は「正しい知識

を身につけて、

本来のクライミ

ングを知ってほ

しい」と語る。また「クライミングの魅力は試行錯誤して登る

ことです」とも。登れた達成感よりも「次に行けた！」という喜

びが味わえる。精神面を鍛え、生涯スポーツとして楽しめる

という。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材・安達）チョークという体チョークという体操競技などで技などで
使われる滑り止め粉を付ける。使われる滑り止め粉を付ける。
チョークという体操競技などで
使われる滑り止め粉を付ける。

き　よ　し


